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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　反射ケースと光拡散ケースの一方を、基板と、該基板の対向する双方の端部に配置した
フランジとによりボックス状に形成し且つ他方を、同じく基板と、該基板の対向する一方
の端部に配置したフランジとにより断面Ｕ字状に形成し、これら反射ケースと光拡散ケー
スを、これらの上記基板間に導光パネルをサンドイッチ状に収納して嵌合配置するととも
にこれらケースのうち導光パネルの入射端面に臨むフランジにＬＥＤ光源を配置して形成
したディスプレイ本体と、該ディスプレイ本体の対向する一方又は双方の端部を被嵌する
ように配置した額縁材と、該額縁材間の光拡散ケースの照明面を被覆する取外し自在の正
面のカバーパネルを備えてなることを特徴とするディスプレイ装置。
【請求項２】
　反射ケースと光拡散ケースの一方を、基板と、該基板の対向する上下の端部に配置した
フランジとにより断面Ｕ字状に形成し且つ他方を、同じく基板と、該基板の対向する左右
の端部に配置したフランジとにより断面Ｕ字状に形成し、これら反射ケースと光拡散ケー
スを、これらの上記基板間に導光パネルをサンドイッチ状に収納して上記フランジを相互
に１／４円ずらしてこれらを相互に嵌合配置するとともにこれらケースのうち導光パネル
の入射端面に臨む上下又は左右のフランジにＬＥＤ光源を配置して形成したディスプレイ
本体と、該ディスプレイ本体の対向する一方又は双方の端部を被嵌するように配置した額
縁材と、該額縁材間の光拡散ケースの照明面を被覆する取外し自在の正面のカバーパネル
を備えてなることを特徴とするディスプレイ装置。
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【請求項３】
　反射ケースと光拡散ケースの双方を、基板と、該基板の対向する双方の端部に配置した
フランジとによりボックス状に形成し、これら反射ケースと光拡散ケースを、これらの上
記基板間に導光パネルをサンドイッチ状に収納して嵌合配置するとともにこれらケースの
うち導光パネルの入射端面に臨むフランジにＬＥＤ光源を配置して形成したディスプレイ
本体と、該ディスプレイ本体の対向する一方又は双方の端部を被嵌するように配置した額
縁材と、該額縁材間の光拡散ケースの照明面を被覆する取外し自在の正面のカバーパネル
を備えてなることを特徴とするディスプレイ装置。
【請求項４】
　上記額縁材を、ディスプレイ本体の少なくとも対向する一方の端部に配置するとともに
該額縁材を断面Ｕ字状に形成し、そのディスプレイ本体の背面側を覆う背面の起立片と上
記ディスプレイ本体とを該背面側から正面非突出のネジによって固定してなることを特徴
とする請求項１、２又は３に記載のディスプレイ装置。
【請求項５】
　上記額縁材を、ディスプレイ本体の少なくとも対向する一方の端部に配置するとともに
該額縁材を断面Ｕ字状に形成し、上記正面のカバーパネルを、そのディスプレイ本体の背
面を覆う背面の起立片と光拡散ケースの照明面端部間に挿入配置するとともに額縁材間で
左右又は上下の慳貪状に取外し自在としてなることを特徴とする請求項１、２、３又は４
に記載のディスプレイ装置。
【請求項６】
　上記導光パネルの非入射端面の端面を段差形成又は溝形成してＬＥＤ光源のリード線を
収納自在としてなることを特徴とする請求項１、２、３、４又は５に記載のディスプレイ
装置。
【請求項７】
　上記導光パネルを収納するケースの該導光パネルにおける非入射端面の端面近傍にＬＥ
Ｄ光源のリード線を収納する収納スペースを配置してなることを特徴とする請求項１、２
、３、４又は５に記載のディスプレイ装置。
【請求項８】
　上記額縁材に、壁付用ブラケットを一体又は別体に配置してなることを特徴とする請求
項１、２、３、４、５、６又は７に記載のディスプレイ装置。
【請求項９】
　上記額縁材を断面Ｕ字状に形成し且つ上記ディスプレイ本体の背面に、水平片を介して
ディスプレイ本体の正面側及び背面側に逆方向平行に起立片を起立形成したＳ字状の壁付
用ブラケットを配置するとともに額縁材のディスプレイ本体の背面を覆う背面の起立片と
ディスプレイ装置及び壁付用ブラケットにおける上記正面側の起立片とを背面側から正面
非突出のネジによって固定し且つ該壁付用ブラケットの上記正面側の起立片先端と額縁材
内側面間に毛管現象防止用の空隙を形成してなることを特徴とする請求項１、２、３、４
、５、６、７又は８に記載のディスプレイ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、陽画フィルムを背面照明するディスプレイ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種ディスプレイ装置として、例えば、本発明者らによる最先に導光パネルを用いて
実用化したものが知られており、これによれば、ハウジングに蛍光灯光源を密封空間に収
容した光源ユニットと、該光源ユニットの上面に配置した多数枚の導光パネルと、該導光
パネルの背面に配置した反射パネルとを備え、蛍光灯光源からの光源光を入射端面から導
光パネルに供給し、導光パネルに形成した導光パタンによる光源光の導光によって正面に
配置した陽画フィルムを可及的均一にして高輝度に背面照明するものとされている。
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【０００３】
【特許文献１】特許第２６２３０２８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　この場合、広告宣伝や装飾に使用するディスプレイ装置として有効に機能するものとで
きるが、蛍光灯を収容するハウジングが太いものとなり、また多数枚の導光パネルを用い
たことによって厚さが厚くなる傾向を招くとともに、構造が複雑化する傾向がある。従っ
てスタンドタイプのディスプレイ装置とするときはよいが、ハウジングが正背面側に突出
することによって、例えば壁掛け用のものとすることは困難である。
【０００５】
　本発明はかかる事情に鑑みてなされたもので、その解決課題とするところは、厚さを可
及的に薄くしてフラットな印象のデザインとして、例えば壁掛け用として或いはスタンド
用のいずれにも使用でき且つ高輝度な背面照明を可能としたディスプレイ装置を提供する
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題に沿って請求項１に記載の発明は、基板とその端部のフランジによって一方を
ボックス状、他方を断面Ｕ字状に形成した反射ケースと光拡散ケースを用いるとともにこ
れらケースを、その基板間に導光パネルをサンドイッチ状に収納して嵌合配置し且つ導光
パネルの入射端面に臨むＬＥＤ光源を配置したディスプレイ本体を形成することによって
、ディスプレイ本体のコンパクトにして良好な納まりを確保する一方、該ディスプレイ本
体の対向する一方又は双方の端部に額縁材を配置して該端部の処理を行い且つ額縁間に透
明なカバーパネルを取外し自在に配置し、ディスプレイ本体正面の光拡散ケースとカバー
パネル間に介装した陽画フィルムを、上記ＬＥＤ光源の入射光を導光する導光パネルによ
って背面照明するようにして、ディスプレイ本体、額縁及びカバーケースの合計厚さに形
成することによって、厚さを可及的に薄くしたフラットな印象のデザインのものとするよ
うにしたものであって、即ち請求項１に記載の発明は、これを、反射ケースと光拡散ケー
スの一方を、基板と、該基板の対向する双方の端部に配置したフランジとによりボックス
状に形成し且つ他方を、同じく基板と、該基板の対向する一方の端部に配置したフランジ
とにより断面Ｕ字状に形成し、これら反射ケースと光拡散ケースを、これらの上記基板間
に導光パネルをサンドイッチ状に収納して嵌合配置するとともにこれらケースのうち導光
パネルの入射端面に臨むフランジにＬＥＤ光源を配置して形成したディスプレイ本体と、
該ディスプレイ本体の対向する一方又は双方の端部を被嵌するように配置した額縁材と、
該額縁材間の光拡散ケースの照明面を被覆する取外し自在の正面のカバーパネルを備えて
なることを特徴とするディスプレイ装置としたものである。
【０００７】
　請求項２に記載の発明は、上記反射ケースと光拡散ケースを、その上記フランジを、一
方において基板の上下とし、他方において基板の左右とすることによって、それぞれ断面
Ｕ字状のケースとして、これらケースを、その基板間に導光パネルをサンドイッチ状に収
納し、そのフランジを相互に１／４円ずらすように相互に嵌合配置して、同様にディスプ
レイ本体のコンパクトにして良好な納まりを確保するとともに厚さを可及的に薄くしたフ
ラットな印象のデザインのものとしたディスプレイ装置とするように、これを、反射ケー
スと光拡散ケースの一方を、基板と、該基板の対向する上下の端部に配置したフランジと
により断面Ｕ字状に形成し且つ他方を、同じく基板と、該基板の対向する左右の端部に配
置したフランジとにより断面Ｕ字状に形成し、これら反射ケースと光拡散ケースを、これ
らの上記基板間に導光パネルをサンドイッチ状に収納して上記フランジを相互に１／４円
ずらしてこれらを相互に嵌合配置するとともにこれらケースのうち導光パネルの入射端面
に臨む上下又は左右のフランジにＬＥＤ光源を配置して形成したディスプレイ本体と、該
ディスプレイ本体の対向する一方又は双方の端部を被嵌するように配置した額縁材と、該
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額縁材間の光拡散ケースの照明面を被覆する取外し自在の正面のカバーパネルを備えてな
ることを特徴とするディスプレイ装置としたものである。
【０００８】
　請求項３に記載の発明は、上記反射ケースと光拡散ケースを、上記反射ケースと光拡
散ケースの双方を上記基板とフランジによってボックス状とし、その基板間に導光パネル
をサンドイッチ状に収納して嵌合配置するようにして、同様にディスプレイ本体のコンパ
クトにして良好な納まりを確保するとともに厚さを可及的に薄くしたフラットな印象のデ
ザインのものとしたディスプレイ装置とするように、これを、反射ケースと光拡散ケース
の双方を、基板と、該基板の対向する双方の端部に配置したフランジとによりボックス状
に形成し、これら反射ケースと光拡散ケースを、これらの上記基板間に導光パネルをサン
ドイッチ状に収納して嵌合配置するとともにこれらケースのうち導光パネルの入射端面に
臨むフランジにＬＥＤ光源を配置して形成したディスプレイ本体と、該ディスプレイ本体
の対向する一方又は双方の端部を被嵌するように配置した額縁材と、該額縁材間の光拡散
ケースの照明面を被覆する取外し自在の正面のカバーパネルを備えてなることを特徴とす
るディスプレイ装置としたものである。
【０００９】
　請求項４に記載の発明は、上記に加えて、ディスプレイ本体の対向する一方又は双方の
端部に、断面Ｕ字状に形成した額縁材を用いて、その背面の起立片をディスプレイ本体と
のネジ固定用としてこれらの固定を行うとともに該ネジ固定のネジが正面の起立片に露出
することなく行うようにして良好な外観を確保したものとするように、これを、上記額縁
材を、ディスプレイ本体の少なくとも対向する一方の端部に配置するとともに該額縁材を
断面Ｕ字状に形成し、そのディスプレイ本体の背面側を覆う背面の起立片と上記ディスプ
レイ本体とを該背面側から正面非突出のネジによって固定してなることを特徴とする請求
項１、２又は３に記載のディスプレイ装置としたものである。
【００１０】
　請求項５に記載の発明は、同じく上記に加えて、上記正面のカバーパネルをディスプレ
イ本体両端の額縁材と光拡散ケースの空隙に挿入して配置するとともにその慳貪状の取り
外しを行って、上記陽画フィルムの交換を可及的容易になし得るものとするように、これ
を、上記額縁材を、ディスプレイ本体の少なくとも対向する一方の端部に配置するととも
に該額縁材を断面Ｕ字状に形成し、上記正面のカバーパネルを、そのディスプレイ本体の
背面を覆う背面の起立片と光拡散ケースの照明面端部間に挿入配置するとともに額縁材間
で左右又は上下の慳貪状に取外し自在としてなることを特徴とする請求項１、２、３又は
４に記載のディスプレイ装置としたものである。
【００１１】
　請求項６及び７に記載の発明は、同じく上記に加えて、それぞれＬＥＤ光源のリード線
を安定且つ良好に収納し得るものとするように、請求項６に記載の発明を、上記導光パネ
ルの非入射端面の端面を段差形成又は溝形成してＬＥＤ光源のリード線を収納自在として
なることを特徴とする請求項１、２、３、４又は５に記載のディスプレイ装置とし、請求
項７に記載の発明を、上記導光パネルを収納するケースの該導光パネルにおける非入射端
面の端面近傍にＬＥＤ光源のリード線を収納する収納スペースを配置してなることを特徴
とする請求項１、２、３、４又は５に記載のディスプレイ装置としたものである。
【００１２】
　請求項８に記載の発明は、同じく上記に加えて、ディスプレイ装置を壁付用のものとす
るとき、そのブラケットの配置を、ディスプレイ本体に対して行う煩雑さを解消して確実
な壁付固定をなし得るものとするように、これを、上記額縁材に、壁付用ブラケットを一
体又は別体に配置してなることを特徴とする請求項１、２、３、４、５、６又は７に記載
のディスプレイ装置としたものである。
【００１３】
　請求項９に記載の発明は、同じく上記に加えて、ディスプレイ装置を屋外設置用のもの
とするとき、雨水が毛管減少によってディスプレイ装置内やディスプレイ本体内に浸入す



(5) JP 4520494 B2 2010.8.4

10

20

30

40

50

るのを可及的に防止したものとするように、これを、上記額縁材を断面Ｕ字状に形成し且
つ上記ディスプレイ本体の背面に、水平片を介してディスプレイ本体の正面側及び背面側
に逆方向平行に起立片を起立形成したＳ字状の壁付用ブラケットを配置するとともに額縁
材のディスプレイ本体の背面を覆う背面の起立片とディスプレイ装置及び壁付用ブラケッ
トにおける上記正面側の起立片とを背面側から正面非突出のネジによって固定し且つ該壁
付用ブラケットの上記正面側の起立片先端と額縁材内側面間に毛管現象防止用の空隙を形
成してなることを特徴とする請求項１、２、３、４、５、６、７又は８に記載のディスプ
レイ装置としたものである。
【００１４】
　本発明はこれらをそれぞれ発明の要旨として上記課題解決の手段としたものである。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明は以上のとおりに構成したから、請求項１に記載の発明は、基板とその端部のフ
ランジによって一方をボックス状、他方を断面Ｕ字状に形成した反射ケースと光拡散ケー
スを用いるとともにこれらケースを、その基板間に導光パネルをサンドイッチ状に収納し
て嵌合配置し且つ導光パネルの入射端面に臨むＬＥＤ光源を配置したディスプレイ本体を
形成することによって、ディスプレイ本体のコンパクトにして良好な納まりを確保する一
方、該ディスプレイ本体の対向する一方又は双方の端部に額縁材を配置して該端部の処理
を行い且つ額縁間に透明なカバーパネルを取外し自在に配置し、ディスプレイ本体正面の
光拡散ケースとカバーパネル間に介装した陽画フィルムを、上記ＬＥＤ光源の入射光を導
光する導光パネルによって背面照明するようにして、ディスプレイ本体、額縁及びカバー
ケースの合計厚さに形成することによって、厚さを可及的に薄くしたフラットな印象のデ
ザインのものとして、例えば壁掛け用として或いはスタンド用のいずれにも使用でき且つ
高輝度な背面照明を可能としたディスプレイ装置を提供することができる。
【００１６】
　請求項２に記載の発明は、上記反射ケースと光拡散ケースを、その上記フランジを、一
方において基板の上下とし、他方において基板の左右とすることによって、それぞれ断面
Ｕ字状のケースとして、これらケースを、その基板間に導光パネルをサンドイッチ状に収
納し、そのフランジを相互に１／４円ずらすように嵌合配置して、同様にディスプレイ本
体のコンパクトにして良好な納まりを確保するとともに厚さを可及的に薄くしたフラット
な印象のデザインのものとしたディスプレイ装置とすることができる。
【００１７】
　請求項３に記載の発明は、上記反射ケースと光拡散ケースを、上記反射ケースと光拡散
ケースの双方を上記基板とフランジによってボックス状とし、その基板間に導光パネルを
サンドイッチ状に収納して嵌合配置するようにして、同様にディスプレイ本体のコンパク
トにして良好な納まりを確保するとともに厚さを可及的に薄くしたフラットな印象のデザ
インのものとしたディスプレイ装置とすることができる。
【００１８】
　請求項４に記載の発明は、上記に加えて、ディスプレイ本体の対向する一方又は双方の
端部に、断面Ｕ字状に形成した額縁材を用いて、その背面の起立片をディスプレイ本体と
のネジ固定用としてこれらの固定を行うとともに該ネジ固定のネジが正面の起立片に露出
することなく行うようにして良好な外観を確保したものとすることができる。
【００１９】
　請求項５に記載の発明は、同じく上記に加えて、上記正面のカバーパネルをディスプレ
イ本体両端の額縁材と光拡散ケースの空隙に挿入して配置するとともにその慳貪状の取り
外しを行って、上記陽画フィルムの交換を可及的容易になし得るものとすることができる
。
【００２０】
　請求項６及び７に記載の発明は、同じく上記に加えて、それぞれＬＥＤ光源のリード線
を安定且つ良好に収納し得るものとすることができる。



(6) JP 4520494 B2 2010.8.4

10

20

30

40

50

【００２１】
　請求項８に記載の発明は、同じく上記に加えて、ディスプレイ装置を壁付用のものとす
るとき、そのブラケットの配置を、ディスプレイ本体に対して行う煩雑さを解消して確実
な壁付固定をなし得るものとすることができる。
【００２２】
　請求項９に記載の発明は、同じく上記に加えて、ディスプレイ装置を屋外設置用のもの
とするとき、雨水が毛管減少によってディスプレイ装置内やディスプレイ本体内に浸入す
るのを可及的に防止したものとすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下図面の例に従って本発明を更に具体的に説明すれば、図１乃至図３においてＡはデ
ィスプレイ装置であり、該ディスプレイ装置Ａは、反射ケース１２と光拡散ケース１５の
一方を、基板１４、１６と、該基板１４、１６の対向する双方の端部に配置したフランジ
　とによりボックス状に形成し且つ他方を、同じく基板１４、１６と、該基板１４、１６
の対向する一方の端部に配置したフランジ　とにより断面Ｕ字状に形成し、これら反射ケ
ース１２と光拡散ケース１３を、これらの上記基板　間に導光パネル１１をサンドイッチ
状に収納して嵌合配置するとともにこれらケース１２，１５のうち導光パネル１１の入射
端面に臨むフランジにＬＥＤ光源１８を配置して形成したディスプレイ本体１と、該ディ
スプレイ本体１の対向する一方又は双方の端部を被嵌するように配置した額縁材２２と、
該額縁材２２間の光拡散ケース１５の照明面を被覆する取外し自在の正面のカバーパネル
３を備えたものとしてあり、このとき本例の上記ディスプレイ本体１の反射ケース１２を
、上記基板１３の対向する双方の端部にフランジ１４を配置したボックス状とし、光拡散
ケース１５を、基板１６の対向する一方の端部にフランジ１７を配置した断面Ｕ字状とし
、上記額縁材２２は、これを、ディスプレイ本体の少なくとも対向する一方の端部、本例
にあっては上下に対向する端部に配置するとともに該額縁材２２を断面Ｕ字状に形成し、
そのディスプレイ本体１の背面側を覆う背面の起立片と上記ディスプレイ本体１とを該背
面側から正面非突出のネジ２１によって固定したものとし、また上記正面のカバーパネル
３は、これを、額縁材２２のディスプレイ本体１の背面を覆う背面の起立片と光拡散ケー
ス１５の照明面端部間に挿入配置するとともに額縁材２２間で左右又は上下の慳貪状に取
外し自在としたものとしてある。
【００２４】
　本例のディスプレイ装置Ａは、例えばＡ２サイズから１辺の長さ又は幅を１～２ｍ乃至
それ以上とした矩形乃至方形にして広告用乃至装飾用に屋外の建物壁面や屋外設置の掲示
板等に掲出使用する壁付用にして大型のいわゆる電飾用のものとしてあり、このとき導光
パネル１１は、例えばアクリル等の透明樹脂の背面に密度変化した導光パタンを配置した
単一パネル、即ち導光を阻害しないように継ぎ目のない単一のパネルによるものとすると
ともに密度変化を、その幅方向両端の入射端面から中央位置に向けて増変化するように行
ってあり、これによって導光パネル１１の全体に亘る輝度の均一性を確保したものとして
ある。
【００２５】
　該導光パネル１１をサンドイッチ状に収納する反射ケース１２及び光拡散ケース１５は
、相互に内法と外法を略一致するようにそれぞれ正面側乃至背面側を開口し、反射ケース
１２において基板１３とその外周に一連に起立したフランジ１４を備えて合成樹脂乃至金
属製、本例にあっては、例えば磁性材料の金属製のスチール製のものとしてあり、また光
拡散ケース１５において基板１６の、本例にあっては上下に対向する端部に起立したフラ
ンジ１７を備えた断面Ｕ字状にして、該基板１６を、光の乱反射機能によって上記導光パ
ネル１１における導光パタンの透過を防止するように、光透過性を有して、例えば透明基
板の正面及び背面又はその一方に粗面化措置を施すことによって、該粗面化による光の乱
反射機能を付与した乳白色系の外観を呈するアクリル等の合成樹脂製のものとしてある。
【００２６】
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　本例にあって導光パネル１１は、上記ボックス状とした反射ケース１２内に嵌挿した上
、該反射ケース１２を更に光拡散ケース１５に嵌合して、これらの基板１４、１６間に導
光パネル１１を挟持するように、そのサンドイッチ状の収納を行ってある。このとき反射
パネル１２における導光パネル１１の入射端面に対面する、例えば幅方向両端のフランジ
１４には、該反射ケース１２の幅を導光パネル１１の幅より幾分大としてこれらの間に形
成した光源配置スペースを利用してＬＥＤ光源１８を介設するように配置してあり、該Ｌ
ＥＤ光源１８によって導光パネル１１に入射光を供給して、ディスプレイ装置としての背
面照明を行うようにしてある。
【００２７】
　ＬＥＤ光源１８は、例えば長寸の基板に多数の高輝度ＬＥＤチップを可及的小ピッチで
埋込配置したＬＥＤユニットを用いて、これを、例えば放熱性の両面テープ乃至接着剤に
よって上記反射ケース１２の上記フランジ１４の略全長に亘るように固定してあり、高輝
度ＬＥＤチップによるＬＥＤユニットを用いることによって、光源を可及的に薄くしなが
ら、ディスプレイ本体１、ひいてはディスプレイ装置Ａの幅の拡大を招いたり、正背面に
膨出する膨出部を形成したりすることなく、導光パネル１１に対して必要且つ充分な入射
光を供給して、ディスプレイ装置Ａとしての背面照明の照明輝度を可及的高度に確保する
ようにしてある。
【００２８】
　本例にあって上記額縁材２２は、ディスプレイ本体１の上下の端部において上記断面Ｕ
字状のバー材を用いる一方で、幅方向に対向する左右に更に断面Ｌ字状のバー材の額縁材
２０を用いてあり、これら額縁材２０、２２は、例えば合成樹脂又は金属製にして、表面
に露出配置する部材として、例えば塗装等の表面仕上げを施したものとしてある。本例に
あって該額縁材、特に上記断面Ｌ字状とした額縁材２０は、これを、上記反射ケース１２
と同様に、磁性材料の金属、特にスチール製のものとして、後述のマグネット２３による
後付をなし得るようにしてある。
【００２９】
　上記ディスプレイ本体１の上下の端部に配置した断面Ｕ字状の額縁材２２は、ディスプ
レイ本体１とカバーパネル３を、その溝内に受入れ被嵌するように、該ディスプレイ本体
１の上下端の長手方向一部又は全部、本例にあっては全部を覆うように配置してあり、こ
のとき該額縁材２２の背面側の起立片は、その長手方向に複数、例えば中央より長手方向
端部側に変位した中間位置の２ヶ所に透孔を透設し、該透孔からのネジ２１を、透孔に対
応してディスプレイ本体１の反射ケース１２、導光パネル１１及び光拡散ケース１５に透
設した透孔にそれぞれ挿入し、例えば光拡散ケース１５の表面側でナットに螺着して、該
上下の額縁材２２を各２ヶ所の合計４ヶ所でディスプレイ本体１に固定してあり、これに
よって、例えば金具や接着等の固定手段による固定を施すことなく、上記反射ケース１２
、導光パネル１１及び光拡散ケース１５によるディスプレイ本体１の固定を、該額縁材２
２の固定とともにネジ２１を兼用して行うようにしてある。
【００３０】
　一方、上記ディスプレイ本体１の左右の端部に配置した断面Ｌ字状の額縁材２０は、本
例の光拡散ケース１５がその幅方向端部にフランジを備えないことによって、この該光拡
散ケース１５の幅方向両端に露出したスチール製の反射ケース１２の幅方向両端のフラン
ジ１４に、同じくスチール製とした該額縁材２０を、例えばマグネット２３によって固定
してある。即ち該額縁材２０の固定は、反射ケース１２に予め固定したマグネット２３に
対して、該断面Ｌ字状とした額縁材２０の一方の起立片を追付け状にすることによって、
ディスプレイ本体１に対して着脱自在に後付け固定してあり、該額縁材２０の固定によっ
てその正面に位置する他方の起立片が、ディスプレイ本体１における光拡散ケース１５の
幅方向両端を、その上下端に配置した上記断面Ｕ字状の額縁材２２間でその上下に一連に
被覆するようにしてある。これにより該額縁材２０が光拡散ケース１５の有効照明面を確
保してその端部を覆ってその仕上げを行うように固定されるものとしてある。
【００３１】
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　カバーパネル３は、上記幅方向両端の額縁材２０に部分的に端部を重合する幅広の横幅
を有する、例えばアクリル、ポリカーボネート等の透明樹脂製のものとしてあり、上記光
拡散ケース１５の正面と額縁材２０の正面側の起立片との間に形成した受入れスペースに
、その幅方向各端部を挿入して、光拡散ケース１５の有効照明面を覆うように装着してあ
り、これにより該カバーパネル３を、その幅方向片側にスライドすることによって慳貪状
の取外しを自在としてあり、該カバーパネル３の取外しと再装着により、光拡散ケース１
５の正面に陽画フィルムを配置するとともに必要に応じてその交換を適宜になし得るよう
にしてある。
【００３２】
　このとき該カバーパネル３は、その幅方向両端の裏面に部分的乃至一連のクッション材
３１を配置し、該クッション材３１の弾性を利用してその定位置の保持と容易な慳貪状の
取外しをなし得るようにしてある。上記受入れスペースは、当初にカバーパネル３を配置
した状態で上記額縁材２０のマグネット固定を行うことによって、これを容易に形成する
ことができる。
【００３３】
　本例のディスプレイ装置Ａは、その額縁材２２に、壁付用ブラケット４を一体又は別体
に配置してあり、該壁付用ブラケット４を用いて、例えば上記屋外の建物壁面や屋外設置
の掲示板等に掲出設置し得るようにしてある。上記額縁材２２を断面Ｕ字状に形成した本
例にあって、該壁付用ブラケット４は、これを、水平片を介してディスプレイ本体１の正
面側及び背面側に逆方向平行に起立片を起立形成したＳ字状として上記ディスプレイ本体
１の背面に配置して、額縁材２２のディスプレイ本体１の背面を覆う背面の起立片とディ
スプレイ装置Ａ及び壁付用ブラケット４における上記正面側の起立片とを背面側から正面
非突出のネジ２１によって固定し且つ該壁付用ブラケット４の上記正面側の起立片先端と
額縁材２２内側面間に毛管現象防止用の空隙４１を形成したものとしてある。
【００３４】
　Ｓ字状の壁付用ブラケット４は、上記ディスプレイ本体１とその上下の額縁材２２の固
定に用いた４ヶ所のネジ２１を兼用して、これらと共に固定してあり、上記正面側の起立
片を、上記額縁材２２とディスプレイ本体１の空隙に挿入して、上記額縁材２２からのネ
ジ２１を、該正面側起立片に形成した透孔を介してディスプレイ本体１に挿通し、他方背
面側の起立片をディスプレイ装置Ａの背面に突出するように、その配置を行い、該背面側
起立片の、例えば透孔に建物壁面や掲示板等からのフックを受入れる如くにして、その掲
出設置を行うものとしてある。
【００３５】
　このとき上記壁付用ブラケット４は、正面側の起立片の起立高さを、そのネジ２１固定
状態で、上下の額縁材２２の天壁又は底壁に達しないようにしてあり、これによって該正
面側の起立片の上端が、上下端の額縁材２２における内側壁に当接することなく、これら
の間に上記空隙４１を形成するようにしてあり、これによって、該額縁材２２との間で毛
管現象が生じて、壁付用ブラケット４を伝ってディスプレイ装置Ａ内に浸入した雨水が、
該額縁材からディスプレイ本体１に至るのを防止してある。このとき該空隙４１を大きく
確保するようにすれば、該空隙４１を上記毛管現象防止用とともにＬＥＤ光源１８のリー
ド線を収納する収納スペースを兼用したものとすることができる。
【００３６】
　図中５は、ディスプレイ本体１とカバーパネル３の下端を納まりよく受止めするように
下端の額縁材２２に重合して配置した受座である。
【００３７】
　図４乃至図９は他の例を示したもので、図４乃至図６において、ディスプレイ本体１は
、これを、反射ケース１２と光拡散ケース１５の一方を、基板１３又は１６と、該基板１
３又は１６の対向する上下の端部に配置したフランジ１４又は１７とにより断面Ｕ字状に
形成し且つ他方を、同じく基板１６又は１３と、該基板１６又は１３の対向する左右の端
部に配置したフランジ１７又は１４とにより断面Ｕ字状に形成し、これら反射ケース１２
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と光拡散ケース１３を、これらの上記基板１３、１６間に導光パネル１１をサンドイッチ
状に収納して上記フランジ１４、１７を相互に１／４円ずらしてこれらを相互に嵌合配置
するとともにこれらケースのうち導光パネル１１の入射端面に臨む上下又は左右のフラン
ジにＬＥＤ光源１８を配置して形成した例である。
【００３８】
　このとき本例の光拡散ケース１５は、その上下双方のフランジ１７を、上記導光パネル
１１の上下端部を被覆するように配置してあり、これによって、導光パネル１１の導光に
よってその上下端部が光輝するのを利用して、該端部の光輝が該フランジ１７を介して外
部から見えるようにし、ディスプレイ装置Ａの印象を強めるデザイン要素としてある。こ
のため、本例にあって該フランジ１７は、例えば上記粗面化措置を施さない透明樹脂を用
いて、光拡散ケース１５と一体成形し又はこれに後付けして一体的に配置したものを用い
てある。なお、また後付して一体的に配置するに、必要に応じて顔料で着色した着色樹脂
とすることによって導光パネル１１の光輝を着色して外部に見えるようすることができる
。
【００３９】
　図７乃至図９は、反射ケース１２と光拡散ケース１５の一方、本例にあっては光拡散ケ
ース１５を、基板１６と、該基板６の対向する一方又は双方の端部に配置したフランジ１
７とにより断面Ｕ字状又はボックス状に形成し且つ他方、本例にあっては反射ケース１２
を基板１３によりフラットパネルとして形成し、上記一方のケース１５に該他方のフラッ
トパネル及び導光パネル１１を収容するとともに該一方のケース１５のフランジ１７にＬ
ＥＤ光源を配置して形成した例である。
【００４０】
　本例にあって導光パネル１１は、その非入射端面の端面、本例にあっては上下端の反射
端面のうちの上端の反射端面を段差形成又は溝形成してＬＥＤ光源１８のリード線を収納
自在としてあり、本例では、導光パネル１１における上端の反射端面を、その背面側でＬ
字状に切欠いて該反射端面に段差を形成し、該段差をリード線収納部１９として、ＬＥＤ
光源１８の電源接続をなし得るようにしてある。
【００４１】
　また本例にあってディスプレイ本体１の幅方向両端に、断面Ｕ字状の額縁材２０を配置
して、該額縁材２０とディスプレイ本体１を固定する一方、上下端は反射ケース１２の上
下端が露出するように、該上下端には額縁材の設置を省略したものとしてある。
【００４２】
　その余は上記例と変らないので同一符合を付して重複する説明を省略する。
【００４３】
　このように形成したディスプレイ装置Ａは、その厚さを可及的に薄くしてフラットな印
象のデザインとして、例えば壁掛け用として使用し、高輝度な背面照明を可能としたもの
とすることができる。
【００４４】
　図示した例は以上のとおりとしたが、反射ケース及び光拡散ケースを共にボックス状に
形成すること、即ち、ディスプレイ本体を、反射ケースと光拡散ケースの双方を、基板と
、該基板の対向する双方の端部に配置したフランジとによりボックス状に形成し、これら
反射ケースと光拡散ケースを、これらの上記基板間に導光パネルをサンドイッチ状に収納
して嵌合配置するとともにこれらケースのうち導光パネルの入射端面に臨むフランジにＬ
ＥＤ光源を配置して形成したものとすること、光拡散ケースに導光パネル及びＬＥＤ光源
を配置し、該光拡散ケースを反射ケースに嵌合したものとすること、反射ケースや額縁材
を、上記スチール製のものに代えて、アルミ製、合成樹脂製として、上記マグネットの固
定に代えて、ネジ、スナップイン係止、スライド嵌合等適宜の固定手段によるものとする
こと、上下又は左右の額縁材にスライド溝を形成し、カバーパネルを該スライド溝に対し
て取外し自在にスライド装着すること、導光パネルの非入射端面の端面を溝形成してＬＥ
Ｄ光源のリード線を収納自在とすること、導光パネルを収納するケースの該導光パネルに
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おける非入射端面の端面近傍にＬＥＤ光源のリード線を収納する収納スペースを配置する
こと、ディスプレイ装置をデスクトップのスタンド用とすること等を含めて、本発明の実
施に当って、ディスプレイ装置、ディスプレイ本体、反射ケース、光拡散ケース、導光パ
ネル、ＬＥＤ光源、ディスプレイ本体、額縁材、カバーパネル、必要に応じて用いる壁付
用ブラケット等の各具体的形状、構造、材質、これらの関係、これらに対する付加等は、
上記発明の要旨に反しない限り様々な形態のものとすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】ディスプレイ装置の正面図である。
【図２】図１のディスプレイ装置の縦断面図である。
【図３】図１のディスプレイ装置の横断面図である。
【図４】他の例に係るディスプレイ装置の正面図である。
【図５】図４のディスプレイ装置の縦断面図である。
【図６】図４のディスプレイ装置の横断面図である。
【図７】他の例に係るディスプレイ装置の正面図である。
【図８】図７のディスプレイ装置の縦断面図である。
【図９】図７のディスプレイ装置の横断面図である。
【符号の説明】
【００４６】
　　　Ａ　ディスプレイ装置
　　　１　ディスプレイ本体
　　　１１　導光パネル
　　　１２　反射ケース
　　　１３　基板
　　　１４　フランジ
　　　１５　光拡散ケース
　　　１６　基板
　　　１７　フランジ
　　　１８　ＬＥＤ光源
　　　１９　リード線収納部
　　　２０　額縁材
　　　２１　ネジ
　　　２２　額縁材
　　　２３　マグネット
　　　３　カバーパネル
　　　３１　クッション材
　　　４　壁付用ブラケット
　　　４１　空隙
　　　５　受座
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